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Information

　
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
犬
を
飼
う
と
き
は
必
ず
登
録
し
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
受
け
さ
せ
る

◦
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

◦
犬
の
散
歩
は
短
い
引
き
綱
を
付
け
、

動
き
を
制
御
で
き
る
人
が
行
い
、
散

歩
中
に
し
た
排
せ
つ
物
は
持
ち
帰
る

◦
猫
は
室
内
で
飼
う

◦
動
物
に
迷
子
札
な
ど
を
付
け
、
飼
い

主
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

◦
猿
・
蛇
・
ワ
ニ
な
ど
危
険
な
動
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
動
物
を
飼
育
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
所
長
の

許
可
を
得
る

捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
禁
止

　
動
物
を
捨
て
る
行
為
は
犯
罪
で
、
法

律
で
1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
ま
す
。
捨
て
ら
れ
て
保
護
さ
れ
た

犬
・
猫
は
、
引
き
取
る
人
が
い
な
い
と

処
分
さ
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
責
任
を

持
っ
て
最
期
ま
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

旧
氏
が
併
記
で
き
ま
す

住
民
票
な
ど
の
記
載
内
容

　
11
月
5
日
㈫
か
ら
、
住
民
票
へ
の
旧

氏
の
記
載
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

住
民
票
な
ど
へ
の
旧
氏
の
記
載

　
旧
氏
と
は
過
去
の
戸
籍
上
の
氏
の
こ

と
で
す
。
制
度
改
正
に
よ
り
、
住
民
票

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
旧
氏

が
記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
種
契
約
や
銀
行
口

座
の
名
義
に
旧
氏
が
使
わ
れ
る
場
面
で
、

そ
の
証
明
に
使
え
ま
す
。

　
記
載
で
き
る
旧
氏
の
取
り
扱
い
は
次

の
通
り
で
す
。

◦
初
め
て
記
載
す
る
場
合
は
、
過
去
の

旧
氏
の
中
か
ら
任
意
の
も
の
を
一
つ

選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
住
所
変
更
後
も

引
き
続
き
記
載
さ
れ
る

◦
す
で
に
記
載
さ
れ
た
旧
氏
は
婚
姻
な

ど
に
よ
り
氏
が
変
わ
っ
て
も
引
き
続

き
記
載
さ
れ
る
。
現
在
の
氏
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
直
前
に
称

し
て
い
た
旧
氏
に
の
み
変
更
で
き
る

◦
記
載
は
請
求
に
よ
り
削
除
で
き
る
。

た
だ
し
、
削
除
し
た
後
に
再
度
記
載

を
希
望
す
る
場
合
は
、
削
除
後
に
生

じ
た
旧
氏
の
み
可

　
記
載
を
希
望
す
る
人
は
必
要
書
類
を

持
っ
て
市
民
課（
市
役
所
1
階
）、
下

総
・
大
栄
支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
日
曜
開
庁
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
＝
戸
籍
謄
・
抄
本（
希
望
す

る
旧
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
物
か
ら

現
在
の
物
ま
で
全
て
）、
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
旧
氏
で
の
印
鑑
登
録

　
市
で
は
、
旧
氏
で
の
印
鑑
登
録
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
登
録
す
る

に
は
、
事
前
に
住
民
票
に
該
当
の
旧
氏

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
の
性
別
表
記

　
市
で
発
行
す
る
印
鑑
証
明
書
は
性
別

の
表
記
が
な
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
‐
1�

5 

2�

5
）へ
。

被
害
者
や
遺
族
へ
の
支
援

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　
犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た

被
害
者
の
遺
族
や
、
身
体
に
重
大
な
危

害
を
受
け
る
な
ど
し
た
被
害
者
に
対
し

国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
「
成
田
市
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
」
に
基
づ
き
、
支
援
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
県
警
察
本
部
警
務
課
犯

罪
被
害
者
支
援
室（
☎
0
4
3
‐
2�

0 

1
‐
0
1
1
0 

内
線
2
7
0
4
）へ
。

条
例
に
つ
い
て
は
交
通
防
犯
課（
☎

20
‐
1
5
2
7
）へ
。

訪
問
セ
ー
ル
ス
に
ご
用
心

排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検

　
「
市
役
所
か
ら
紹
介
さ
れ
て
排
水
設

備
の
清
掃
・
点
検
に
来
た
」
と
家
庭
を

訪
問
し
、
不
要
な
契
約
や
金
銭
を
求
め

る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
業
者
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
市
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ

た
業
者
は
、
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
訪
問
セ
ー
ル
ス
で

不
審
に
感
じ
た
ら
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　
労
働
者
を
1
人
で
も
使
用
す
る
事
業

主（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）は
、

労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
保
険
）へ
の
加

入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課（
☎
0
4
3
‐
2
2
1
‐
4�

3 

1�

7
）へ
。

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

ペットは大事な家族です
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刃
と
燃
料
は
個
人
負
担
）で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

建
築
士
が
対
応
し
ま
す

住
宅
無
料
耐
震
相
談

　
市
で
は
月
1
回
、
建
物
の
耐
震
性
や

改
修
に
つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
「
困
り

ご
と
・
悩
み
ご
と
相
談
室
」（
23
ペ
ー

ジ
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅（
居
住
部
分
が
総
床
面
積
の
2
分

の
1
以
上
の
も
の
）・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
い
ず
れ
か
を
市
内
に
所
有
し
、
自

ら
が
居
住
し
て
い
る
人

定
員（
1
日
当
た
り
）＝
6
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
図
面（
持
っ
て
い
な
い
人
は

簡
単
な
間
取
り
図
）

※
申
し
込
み
は
開
催
日
の
2
日
前
ま
で

に
建
築
住
宅
課（
☎
20
‐
1
5
6
4
）

へ
。

5
カ
条
の
精
神
を
未
来
へ

成
田
市
民
憲
章

　
「
成
田
市
民
憲
章
」
は
、
市
民
の
幸

せ
を
願
い
、
未
来
へ
の
理
想
を
掲
げ
昭

和
46
年
11
月
3
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
市

民
憲
章
が
掲
げ
る
5
カ
条
の
精
神
を
未

来
へ
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
総
務
課（
☎
20
‐
1�

5 

1�

0
）へ
。

さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

1
）へ
。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
を

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
11
月
12
日
㈫
〜
25
日
㈪
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
法
務
局
職
員
や

人
権
擁
護
委
員
が
対
応
す
る
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で
は
、
時
間
を

延
長
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
＝
11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
7
時（
23
日（
土
・
祝
）・

24
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

内
容
＝
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
、
女
性
の
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談

電
話
番
号
＝
0
5
7
0
‐
0
7
0
‐
8 

1�

0
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

時
間
＝
24
時
間
年
中
無
休

内
容
＝
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
家

庭
・
生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
2
0
6
‐
8�

0 

0�

2
※
く
わ
し
く
は
各
相
談
窓
口
へ
。

草
刈
り
機
を

無
料
で
貸
し
出
し

空
き
地
の
管
理

　
空
き
地
の
雑
草
を
伸
び
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
ご
み
の
捨
て
場
所
に
さ
れ

た
り
、
害
虫
類
の
発
生
原
因
と
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑
が
掛
か
り

ま
す
。
ま
た
、
通
行
の
妨
げ
や
火
災
の

原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
空
き
地
の

所
有
者
は
早
め
に
草
を
刈
る
な
ど
、
土

地
の
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
草
刈
り
機
を
無
料（
刈
り

食
生
活
の
大
切
さ
を
考
え
る

ち
ば
の
食
育
月
間

　
県
で
は
、
旬
の
食
材
が
豊
富
に
出
回

る
11
月
を
「
ち
ば
の
食
育
月
間
」
と
し
、

期
間
中
に
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
食
育
の
普
及
啓
発
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
る
な
ど
、
食
生
活
の
大
切

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

市 長 日 誌

参加者の長寿を祝う（5日）

10月1日㈫〜15日㈫

2日

武田内閣府特命担当大臣（防災）
へ台風15号被害に対する要望
書提出

産業まつり実行委員会

4日 獣魂祭

5日
中台地区敬老会

大利根地区・小御門地区敬老
会

6日 国際市民フェスティバル・子
ども会まつり

8日 成田空港騒音対策地域連絡協
議会常任理事・監事会議

9日 成田空港圏自治体連絡協議会

10日 こども茶論（向台小学校）

11日

災害対策本部設置（台風19号）

成田ニュータウンクラブ全国
家庭婦人バレーボールことぶ
き大会出場激励会

成
田
市
民
憲
章

　
信
仰
の
ま
ち
、
世
界
に
通
ず
る
ま

ち
成
田
は
わ
た
く
し
た
ち
の
ふ
る
さ

と
で
す
。

　
ゆ
た
か
な
自
然
と
文
化
に
め
ぐ
ま

れ
て
き
た
わ
た
く
し
た
ち
成
田
市
民

は
、
大
き
な
希
望
と
誇
り
を
も
っ
て

世
界
に
伸
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
成
田
の
か
が

や
か
し
い
発
展
と
お
た
が
い
の
し
あ

わ
せ
を
ね
が
い
、
こ
の
市
民
憲
章
を

さ
だ
め
ま
す
。

一　
親
切
な
心
で
平
和
な
成
田
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

一　
よ
ろ
こ
ん
で
働
き
豊
か
な
成
田

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一　
き
ま
り
を
ま
も
り
住
み
よ
い
成

田
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一　
自
然
と
文
化
を
大
切
に
し
美
し

い
成
田
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一　
若
い
力
を
そ
だ
て
明
る
い
成
田

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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対
し
、
給
与
、
預
貯
金
、
自
動
車
な
ど

の
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
未
納
の
場
合
は
、
至
急
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
佐
倉
県
税
事
務
所（
☎

0
4
3
‐
4
8
3
‐
1
1
5
0
）へ
。

弁
護
士
や
警
察
官
が

応
じ
ま
す

借
金
及
び
ヤ
ミ
金
融
に
関
す
る
相
談
会

　
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
で
困
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
、
弁
護
士
や
警
察
官
が
相
談

に
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
7
日
㈯ 
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場
＝
佐
原
中
央
公
民
館（
香
取
市
）

定
員
＝
5
人（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
は
県
く
ら
し
安
全
推
進
課

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
2
2
7
1
）

へ
。

給
与
事
務
担
当
者
を
対
象
に

年
末
調
整
説
明
会

　
令
和
元
年
分
の
年
末
調
整
と
法
定
調

書
・
給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
＝
11
月
8
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

市
役
所
で
省
エ
ネ
対
策

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　
市
で
は
、
11
〜
3
月
に
、
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ（
室
温
20
℃

を
目
安
と
し
た
空
調
の
稼
働
、
フ
リ
ー

ス
な
ど
の
重
ね
着
や
膝
掛
け
な
ど
を
活

用
し
た
過
度
に
暖
房
に
頼
ら
な
い
執

務
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

滞
納
処
分
を
強
化

自
動
車
税

　
県
で
は
、
自
動
車
税
を
未
納
の
人
に

会
場
＝
中
央
公
民
館

※
く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署（
☎
28
‐

5
1
5
1
）へ
。

防
災
行
政
無
線
で
テ
ス
ト

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー

ト
）と
は
、
自
然
災
害
に
関
わ
る
気
象

情
報
の
特
別
警
報
な
ど
、
国
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
緊
急
情
報
を
市
民
の

皆
さ
ん
へ
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
を
使
っ
た
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
1
0
1
2
0
‐
38
‐
3
8
9
8
）で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
4
日
㈬ 

午
前
11
時

放
送
内
容
＝
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す（
3
回
繰
り
返
し
）、
こ

ち
ら
は
防
災
な
り
た
で
す
」
、
防
災

行
政
チ
ャ
イ
ム

※
当
日
の
災
害
発
生
状
況
や
気
象
状
況

に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎

20
‐
1
5
2
3
）へ
。

国
税
庁
の
取
り
組
み
を
紹
介

税
を
考
え
る
週
間

　
11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

　
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.nta.go.jp

）

で
国
税
庁
の
取
り
組
み
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
最
新
の
デ
ー
タ
で
紹
介
す
る
ほ

か
、
税
務
職
員
の
業
務
を
映
像
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署（
☎
28
‐

5
1
5
1
）へ
。

車
の
使
用
と
暖
房
は

控
え
め
に

大
気
汚
染
防
止
の
た
め
の
冬
期
対
策

　
県
で
は
、
11
〜
1
月
を
「
大
気
汚
染

防
止
の
た
め
の
冬
期
対
策
期
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
冬
期
は
大
気
が
よ
ど
み
、
汚
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
大
気
汚
染
物
質
の
一
つ

で
あ
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出
削
減
対
策

の
た
め
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

◦
公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
な
利
用

◦
車
の
使
用
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

◦
暖
房
温
度
は
20
℃
を
目
安
に
設
定

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

S
マ
ー
ク
を

知
っ
て
い
ま
す
か

標
準
営
業
約
款
制
度

　

標
準
営
業
約
款

（
S
マ
ー
ク
）は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消

費
者
擁
護
の
た
め
の

制
度
で
す
。
店
頭
に

S
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
る
理
容
店
、
美

容
室
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲

食
店
、
一
般
飲
食
店
は
、
厚
生
労
働
大

臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
し
て
い

る
安
全
・
清
潔
・
安
心
な
信
頼
で
き
る

店
舗
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー（
☎
0
4
3
‐
3�

0 

7
‐
8
2
7
2
）へ
。

防災行政無線で放送

室温20℃

広報なりた 2019.11.1 22


